
項目

（１）目標は、各施設や、地域の特色を生かしているか。 4.2

（２）目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図っているか。 3.9

（１）保育所保育指針をふまえ、指導計画を乳幼児の実態に即して作　成しているか。 3.9

（２）環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫しているか 3.6

（３）素材・用具を適切に活用しているか。 3.4

（４）評価結果を基に、保育の改善に努めているか。 3.7

（１）行事のねらいを計画や実施に十分生かしているか。 3.8

（２）乳幼児の自主的・実践的な活動にしているか。 3.8

（３）計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 3.6

（４）保護者の願いや意見を取り入れているか。 3.9

（1）目標は、全職員で検討され共有されているか。 3.7

（2）食に興味が持てるよう、年齢別の食育活動を行っているか。 3.6

（１）他施設等と交流をしているか。 3.6

（２）参観や保育に参加する機会があるか。 4.3

（３）必要に応じて他施設と情報を交換し、それを交流活動に生かしているか。 3.5

（１）参観時間を制限せず、保護者以外も対象にした参観日・見学日・保育参加日等を設
定しているか。 3.9

（２）保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切か。 3.6

（１）地域の子育て支援として、園庭や保育室等を開放しているか。 4.5

（２）職員による、育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 4.1

（３）医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を提
供しているか。 3.9

（１）保育園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 4.2

（２）行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や関係施設等に周知しているか。 4

　Ⅰ．　保育の計画の編成と実施に関する評価
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　Ⅱ．　開かれた保育所づくり

項目 内容 評価

新山下二丁目保育所における自己点検・自己評価 （職員用 １／２）

＊今年度の保育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に生かせる方向で記入してくだ

さい。

〔記入方法〕

・ ５、４、３、２、１の５段階評価です。評価欄に数字をつけてください。

・ 項目ごとに、必要に応じて意見・改善策を記述してください。

５ ： たいへん良い

４ ： 良い

３ ： 大体良いが更に良くできる（もう少し学べば深められる）

２ ： 検討を要する

１ ： 改善を要する



新山下二丁目保育所　（職員用　２／２）

（１）職務内容が明確で協働できる体制になっているか。 3.6

（２）係りや仕事の分担・割り当ては適切か。 3.2

（１）職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営に関わっ
ているか。 3.6

（２）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。 3.3

（３）「ヒヤリハッと」を記録・共有し、以後の保育に役立てているか。 4.3

（１）年齢別・クラス目標は、保育目標や乳幼児の実態に基づいて設定しているか。 4

（２）年齢別・クラス目標に即して短期・長期のねらいを適切に設定しているか。 3.9

（３）同年齢および異年齢児間の効果的な活動の充実を図っているか。 3.5

（４）職員の連携は十分に取れているか。 3.6

（５）評価（資料・諸記録）はしているか。 3.8

（１）避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施しているか。 4.2

（２）健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のために、家庭への啓発を行っているか。 3.9

（３）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関等と連携を図っているか。 3.8

（４）基本的なアレルギーの種類や特質について理解し、アレルギーの子どもの援助をしている
か。 4.1

（１）研修の計画・運営は適切か。 3.7

（２）施設内・施設外研修に積極的な姿勢で参加し、専門知識や　　　　　　技能を高め、日々の保
育や業務に反映させているか。 3.7

（１）守秘義務を守り、乳幼児や保護者に関する個人情報を　　　　　　　　　適正に取り扱っている
か。 4.5

（２）子どものことやクラスのできごと等で必要なことは、職員間で　　　　　報告・連絡・相談をし、
情報を共有しているか。 4.3

（１）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。 4

（２）遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管しているか。 3.9

（３）不審者に対応する配慮を行っているか。 3.8

⑧出納・経理 （１）資材の有効利用や経費の節減に努めているか。 3.8

　Ⅲ．　保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価
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項目

（１）目標は、どのように特色を生かしているか説明できる。 4.4

（２）目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図れるようにしているか。 3.6

（１）保育所保育指針をふまえ、指導計画を乳幼児の実態に即して作成しているかを確認
し、必要に応じて適切に助言、指導をしているか。 3

（２）日々の保育に目を配り、必要に応じて適切な助言や指導、声掛けをしているか。 2.8

（３）評価結果を基に、保育の改善に努めているか。 3.6

（１）計画・実施・評価・改善の体制に自ら関わり、実践しているか。 3.6

（２）乳幼児の自主的・実践的な活動にしているか。 3.8

（３）保護者の願いや意見を取り入れられるよう、日常の中で保護者とのコミュニケーション
をとっているか。 4.2

（1）目標は、全職員で検討し、かつ共有できるようにしているか。 3.4

（２）年齢別の食育活動が行われるように助言をしているか。 3.2

（１）他施設等と交流をしているか。 4

（２）参観や保育に参加する機会を設け、周知しているか。 4.8

（３）必要に応じて他施設と情報を交換し、それを交流活動に生かしているか。 4.2

（１）参観時間を制限せず、保護者以外も対象にした参観日・見学日等を設定しているか。 5

（２）保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切か。 3.8

（１）地域の子育て支援として、園庭や保育室等を開放しているか。 4.8

（２）職員による、育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 3.8

（３）医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を提
供しているか。 4.4

（１）保育園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 4.4

（２）行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や関係施設等に周知しているか。 4.6

（1）第三者評価を導入し、施設運営に反映させているか。 4.4

（2）地域や保護者意見を施設運営に反映しているか。 4

　Ⅰ．　保育の計画の編成と実施に関する評価
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　Ⅱ．　開かれた保育所づくり
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新山下二丁目保育所における自己点検・自己評価 （管理職用 １／２）
＊今年度の保育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に生かせる方向で記入してください。

〔記入方法〕

・ ５、４、３、２、１の５段階評価です。評価欄に数字をつけてください。

・ 項目ごとに、必要に応じて意見・改善策を記述してください。

５ ： たいへん良い

４ ： 良い

３ ： 大体良いが更に良くできる（もう少し学べば深められる）

２ ： 検討を要する



新山下二丁目保育所　（管理職用　２／２）

（１）職務内容が明確で協働できる体制になっているか。 4.2

（２）係りや仕事の分担・割り当ては適切かどうかを見直しているか。 3.4

（１）職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営
に関われるような環境作りをしているか。 3.6

（２）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。 2.8

（３）「ヒヤリハッと」を記録・共有するようにし、以後の保育に役立てられるようにしている
か。 4.6

（１）年齢別・クラス目標、およびねらいは、保育目標や乳幼児の実態に基づいて設定して
いるかを確認し、必要に応じ適切に助言、指導をしているか。 3.8

（２）職員の連携は十分に取れているか目を配り、必要に応じて助言等を行っているか。 4.2

（３）評価（資料・諸記録）等に目を通し、必要に応じ適切に助言、指導および改善を行って
いるか。 3.2

（１）避難訓練・交通安全指導の計画を作成し、それに基づいて適切に実施しているか。 4.2

（２）乳幼児の健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のために、家庭・地域社会・関
係機関等と適切に連携を図っているか。 3.6

（３）基本的なアレルギーの種類や特質について理解し、アレルギーの子どもの援助をし
ているか。 4.6

（１）研修の計画・運営は適切か。 4

（２）自身も含め、職員全員が施設内・施設外研修に参加できる　　　　　　機会を作り、職
員の資質向上に努め、日々の保育や業務に反映　　　　　できるようにしているか。 4.2

（１）守秘義務を守り、乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱っているか。 4.4

（２）子どものことやクラスのできごと等で必要なことは、職員間で情報を共有できるように
し、自身も状況の把握に努めているか。 4

（３）公文書収受、発送、処理は適切に行っているか、また各表簿は適切な方法で作成・
処理しているか。 4.2

（１）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているかを確認し、必要に応じて適切に
助言、  指導をしているか。 3.6

（２）不審者に対応する配慮を行っているか。 3.8

⑧出納・経理
（１）資材の有効利用や経費の節減に努めるよう心がけ、職員が意識できるようにしてい
るか。 3.2

　Ⅲ．　保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価
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【新山下二丁目保育所 総評】

今年度も事業所ビジョンや保育目標を具現化するために年度初めに職員と共有したことは「みんな

の安心感とプロ意識」。

子ども・保護者そして私たちが安心して過ごせる保育園を目指して、今年も各職員がクラスや係で話

し合い具体的行動をとってくれていました。これは保育の質の向上につながっており、ひとりひとりと

丁寧にかかわるまなざし、対応が日常的に積み上げられたことにより子どもの情緒の安定につながっ

ています。このことは年度末職員会議でも、各クラスの報告から共有できたことは実り多き結果だと

思います。

この保育の営みをどう保護者に伝えていくか、そのうえで保護者への安心感につなげられるかとい

うことは、年度末の懇談会での保護者の皆様からのコメントや雰囲気で伝えてもらいました。写真や

映像、こどもの表情で保育所での生活が見えるので安心できているとのことでした。

職員はクラス運営の他にも行事や係の打ち合わせなどがあり、時間的に忙しい日々。意識が向上

しているのでさまざま取り組みをしてくれているのですが、もう少し余裕を持てるくらいの時間配分、

仕事の分担を再考していきたいと思います。

プロ意識をもって事業にも取り組み、一時保育の利用率は子育て世代の親子に貢献しているもの

と思われますが、ニーズはそれ以上にあり課題もあります。

また、ICT化も進めてはみたものの保育書類の一部や保管書類の中には、紙ベースのほうが利用し

やすいものもあり、今年度の振り返りの中で整理をしました。

子育て支援「まりんまりん」の取り組みも、定着してきており今年度新たに「給食レストラン」「ママカ

フェ」も開催。保育園ならではの「初めてのプール遊び」「初めてのリトミック」なども好評で育児中の

親子が気軽に集まれる場所にもなり、中区長さんもタウンニュースで「まりんまりん」を紹介してくれ

ました。

地域とのつながりも復活し、新山下商栄会とコラボしてのおまつりや東京牧場さんとの芋掘りも開催

できました。地区のネットワーク会議でのつながりもあるので地域の住民に対しても開かれた保育所

であるように来年度も考えていきたいと思っております。

このように、様々な方たちとかかわりながら保育所運営をできていることは、保護者をはじめ地域の

方々のご協力あってのことだと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

園長 小林 千惠
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